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【手続補正書】
【提出日】令和2年8月26日(2020.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８９】
　また、この磁性材料粉体を磁性材料の局所的なＴｉ含有量及び不均化の存在や度合を知
るのに適しているＦＥ－ＳＥＭ／ＥＤＸ法によって、ある粉末粒子（粉末粒子１）を観察
した（倍率は１万倍とした。）。その結果、図２に示したように、本磁性材料の各相にお
けるＴｉの含有量（図の数値は、各相におけるＴｉ含有量で、各相のＴｉ、ＣｏとＦｅの
総和に対するＴｉの原子比の値を百分率で表したものである）は、０．１５原子％以上０
．４５原子％以下と大きく不均化して分布していることがわかった。なお、図１（Ｂ）に
は、一つのｂｃｃ－（ＦＭ，Ｔｉ）相と見られる領域の中にも１０ｎｍオーダーの間隔で
湾曲した曲線状の無数の結晶境界が観察された。よって、ｂｃｃ－（ＦＭ，Ｔｉ）相の領
域の中にも、Ｔｉ含有量で区別できる相、例えば、Ｔｉ含有量が０．１５原子％のｂｃｃ
－（ＦＭ，Ｔｉ）相に対してＴｉ含有量が、その相よりも１．５倍以上１０５倍以下の範
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囲内の３．２倍である０．４５原子％のｂｃｃ－（ＦＭ，Ｔｉ）相が存在していること、
即ち、ｂｃｃ－（ＦＭ，Ｔｉ）相に関して、第１相以外に第２相に相当する相も存在して
いることが、この結果からも明らかになった。
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